
                                              
【講演を聴いた感想】 

                                               

 

 

 

 

 ノロウイルスについて知ろう！ 
12月 5日に、高校 1年生の生徒は、本校学校薬剤師の大桑 邦稔先生から『感染症予防』について 

の講演を聴きました。 

①感染の原因 
ノロウイルスに感染した人の手指を介した二次汚染や、汚染された食品。 

※カキなどの二枚貝は特に注意が必要。（新鮮かどうかは関係ない！）              ノロウイルスから身を守るには、正しい手洗いがとても大事です。                                       

感染者の嘔吐物などから感染します。                                 

②症状                                       ノロウイルスから身を守るには、正しい手洗いがとても大② 

・激しい嘔吐、下痢、腹痛 

・症状は１～３日続く。 

・下痢で脱水症状になることもある。 

③特徴 
感染してもすぐに症状が出なかったり、自覚症状がない場合もある。 

感染力がとても強く、少量でも発症する。(10～100個) 

アルコール消毒では死滅しない。 

冬季にピークを迎える 

④予防 

二枚貝などの生食を避ける。 

手洗いは、指の間・爪の間・手首もしっかりと行う。 

  

 ★感染症の予防は、手洗いに始まり、手洗いに終わる！！ 

 

 

感染力が強いので、予防を

今まで以上に丁寧にしよう

と思った。 まずは手洗いか

らしっかりして

いきたい。 

食べるもの

に注意して

いきたい。 

嘔吐物の処理の実

習も受けられて良

かったです。 

ウイルスのしぶ

とさを思い知っ

た！ 
新鮮な食べ物で

も感染すること

が分かった。 
うがい手洗いの徹底は、大

変だけど、その重要性を感

じました。 

※朝から、体調が悪かったり、吐き気がしている時は、我慢しないで早めに   

先生に伝えましょう。 



平成 28年度  学校歯科保健優良校表彰！

彰！ ！ 

教室の換気をしよう                       
12 月 5 日(月)に学校薬剤師大桑先生に教室の空気の検査を１年 C 組でしていただきました。     

以下は検査の結果です。 

 

 

                       本校が昨年に続き、和歌山県歯科保健優良校に選ばれ 

                      ました。11 月 17 日、和歌山県勤労福祉会館において、和 

                      歌山県学校歯科保健研究大会が開催され、表彰されました。 

                      また、桐蔭中学校も優良校として表彰され、『中高 W 受 

                      賞』となりました。本校の歯科保健に対する取り組みや 

                      保健委員会の活動など、「歯と口の健康」について学び、 

                      実践してきたことが理由となりました。これからも健康 

休み時間に教室内の換気をして、授業時間に検査を行いました。1 年 C 組では換気が、十分                       の自己管理ができるように取り組みたいと思います。 

にできていたので、すべての項目をクリアしています。 

 教室内での二酸化炭素は 1500ppm 以下が基準です。教室内の窓だけでなく、廊下側の窓も        

開けることで、空気がうまく循環し、効率の良い換気が行えます。 

 

 このように換気をするのが BESTです         

 

 
湿度 二酸化炭素 塵埃(ほこり) 

１年Ｃ組 
 

52.4％ 

 

900ppm 

 

0.03mg／㎥ 

基準値 
 

30％以上 80％以下 

 

1500ppm 以下 

 

0.1mg／㎥ 

 

今年も残りわずかとなりました。あと少しですが、カゼをひかないように頑張りまし

ょう！  でも、もし、ひいてしまった時は・・・ 

換気をしないと、眠くなった

り、気分が悪くなったり、頭

痛になったりします。 

アメリカのニューヨーク州立大学の研究

によると CO2 濃度が 2500ppm に達する

と、人間のパフォーマンスは著しく低下し

ます。効率よく換気を行い、良いパフォー

マンスを維持しましょう。 


